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Abstract The paper deals with the resu1t of a wild bee survey mad巴inShiro 
yama Kagoshima southern Japan， during the bee season in 
1980， in order to obtain 80me basic information upon the faunal makeup， 
logy and flower visiting habits. Through the seasons， Halictidae w巴ref ound to be 
predominant both in the number of specie呂 andof individuals. Bees were abundant 
Hl summer， summer and autumn in the number of 
summer， summer and autumn in the number of individuals. 
attractiv官 tob昭es.
m spnng， 
were most 
And further， th官 assessm日ntof natural environment in Shiroyama Park is tried 
the result of a wild bee survey taken at Shiroyama Park with that 
at Godaisan， Kochi Shikoku and with the bee fauna in Kagoshima Prefecture. 
They showed good results. 
words: Hymenoptera; Apoidea; fauna; phenology; assessment of natural 
envlronm日nt;Shiroyama III a clty. 
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今日 9 なしかも地球規模的な環境問題が深刻化するなかで，ごく身近な生活環境も f 万円重点 ;1;.c丈孔仇乙ム
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遂げつつある。とりわけ，都市開発にともなう自然環境の悪化は日増しに増大していると思われる。人
口の過疎化が進行している地方といえども，その地方の中心となる都市では人口が集中・増加する傾向
にあり，そのような地域では自然が次第に失われつつある。地方都市鹿児島市もその例外ではない。
鹿鬼島市は，県内の各市町村の人口が近年軒並み減少していくなかで，人口増加傾向にあり (19;剖年:
約50.5万人， 1985年:約53.0万人， 5年間の増減:+2.5万人)，現在九州では福岡市，北九州市，熊本
市についで4番目に人口の多い地方の中核都市である。他の都市におけると同様に鹿児島市においても，
人口の増加は旧市街地を取り巻くようにいわゆる新興住宅地のドーナツ化現象をもたらしている。これ
にともなって山林が切り聞かれていることは言うまでもない。
だからと言って，このような都市で自然環境が完全に消失しているわけではない。街路樹や遊園地的
公園にみられるような人工的自然環境は除くとして，いわゆる自然環境保全地域として然るべき団体に
よって管理されている区域も存在する。ただ，開発面積に対する残存するそのような保全地域の面積は，
決して広いとは言えない。
それでも，そのような区域が現実に存在するならば大変喜ばしいことである。幸いにして鹿児島市に
は，市街地の中心部にごく隣接して自然林から成る自然環境保全地域があり，通称城山公園として古く
から内外の人々の憩いの場となってきている。しかしながら，隣接地域の再開発が進む中で，城山公園
はますます陸の孤島化が進んでいることも事実である。
そこで，このような都市型自然公園としての城山公園におけるハナパチ相を調査し，その結果の分析
とあわせて自然環境の評価を試みてみたい。そして自然公園の管理上の課題について気付いた範囲で述
べてみたい。
調査方法
ハナパチ相の調査方法は，それを生態学的に知るために，基本的には坂上ら (1974) による方法を用
いた。その詳細は上記に譲るが，この方法で得られた結果は，そのまま無作為抽出の標本値としてその
地区のハナパチ類の正確な種類構成を表わすとは限らないが，構成種の相対頻度をある程度見通すこと
ができ，また優占種をその季節消長や訪花性とともにある程度量的にとらえることができる。
調査は1980年に実施し，各月を上・中・下旬に区切り，気象条件に左右されるものの可能な限り調査
日の間隔が10日となるように努めた。各時期の調査日と気象状況についてはTable1.に示した。また，鹿
児島地方気象台で観測された1980年の各月の平均気温と降水量並びにそれらの平年値を Fig.1.に示した。
ハナパチの採集方法は，全ての開花植物の花上で採集し，見つけ採りとスウィーピングを併用した。
採集時間は各国 9時から15時までとし，一つの開花植物について原則として15分間採集した。ただし，
その聞にハナパチの訪花を全く受けなかった開花植物については，採集の時間帯をずらして再度採集を
試みた。また，Apis (ミツバチ)属は人為的な影響を受けると思われるので，採集から除外した。
なお，このような(あるいは類似する)方法を用いて，近年日本各地でハナパチ相解明のための調査
が実施されている。それらのうち既に発表されたものを列挙すると以下のようである。札幌 (Sakagami
et al.， 1967)，函館山 (Matsumuraet al.， 1969)，北海道大学雨竜・中川両地方演習林(坂上ら， 1972)， 
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北海道大学構内 (Sakagamiet al.， 1973)，浜小清水(福田ら， 19'73)，札幌市藻岩山(坂上ら， 1974)， 
et al.， 1幻6)，北海道教育大学構内(棟方ら静内(棟方ら霧多布
etα ， 1979)，利尻島(棟方ら北海道教育大学木古内臨海実験所付近(棟方ら，ヲ鴨川
1984)，栃木県奥日光(中村ら茨城県八溝山麓(石井ら， 1981)，金沢大学構内(根来，
(山内ら岐阜県美並村(山内ら， 1974)，京都市貴齢(lnoueetαl.， 1990)， 
et al.， 1990)，京都大学構内 etal.， 1990)，和歌山県吉備
兵庫県篠山盆地(宮本高知平野(幾留， 1978)，高知県土佐山村(幾留，。
1980) ， 
調査地?の概況
市街地の中心部2.に示した。城山公開は鹿児島市の中北東部に位置し，調査地の概略位置図を
比較的開けて日当たりが良く自然状態も良く維持されている公園内の東部で?遊歩道
汁こA-B-Cの三角域である (Fig.2 . I1)。ただし，現在A-C間に隣接して設置されている鹿
ンター「禁明館lの敷地(約4ha) はヲ鹿児島大学医学部が1974年に移転して後当
時はまだ裸地のままであったので，ここも調査区域の中に入れた。
城山公閣の植生は大変豊かで、9 しかも暖帯雨部ないしは亜熱帯性森林の特徴をよく
!南九州の代表的森林の縮悶jとまで言われ，半くからその学術上の重要↑生が指摘されてきた。
とiえ城山公園が1931年(昭和6年)に文部省から史蹟天然記念物の指定を受けていることからもわかる。
る約15.6haの自然林からなる標高109.3mの小高い丘で、ある
わしていて，
こ0)こ
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City for tourists) and its location in Kyushu (I). 
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城山公園の植物を調査した報告は，
るが，ニれによると，記録された植物は
によるものだけではないかと思われ
にも及ぶ。これらの植物が今日如何ほど現存するか
あるところではあるが，このことについてはここではふれない。
の森林は大部分が自然林である。鹿児島市役所建設局自
公園面積の60~70% を Cinnαmomurn ) Siebold (クス/キ)
によると，
め， これに Cαstαn
var. sieboldii N akai (スダジイ)， 
Thunb. (アラカシ)， Pleioblastus simonii Nakai (メ夕、、う)などカ汁愛市手重として1売く。
上記植物のほか，仰αntheαspera ) Planch. (ムクノキ)， Celtis sinensis 
POfS_ Nakai (エ/キ)， Zelhoua serr・αtα Makino (ケヤキ)など
ガケ植物のPuerαrialobata Ohwi (タズ)， Clerodendron trichotornurn Thunb. 
(夕、Ij-ヂ)， Mallotμs 
な丸調査区域に隣接する
オン)の一大群落で覆われていたが， 一部
(アカメガシワ)なども比較的多く見られる。
αnnuus Pers. (ヒメジョ
αltissimαLinn. (セイタカアワダ、チソウ)と
repens Linn. (シロツメクサ)の群落も見られた。
果と
1. J 
Table 2.及び附録上に示したように，Lα 属の 2亜
，雌と雄の性よじはjもそ 4 ・lである。なお，種名の
を用い?これを以て仮の種名とした。
まず，ハナパチ相紹成の特i授を科のレベルでみると，総種数及び総侭体数に占める Halictidae(コハ
の割合はそれぞれ約44%と約77%で圧倒的に優勢で、ある。種数では，次いで
(コシブトハナパチ科)と M叩 achilidae(ハキリパチ科)が同数で約21%を占めるが， 1v可体数では，前
59もで， Anthophoridae カ~Halictidae 
メハナパヂ科)と Colletidae(ムカンハナパチ科)は，両者を合わせても
ある。
るAndrenida日(と
15%) 及び伺体数
このように. Halictidae している理由として
?
と開花植物の量の問
に適していたも題(後i述也) と関連し
のと考ええ一られれ〆る O
このことは?属レベルに於いても反映されている。すなわち，最も優勢な属はl:-Ialictida自に属する
で，全体に占める割合は種数で約36%個体数で約50%である。しかも同じ科に属する
に鹿児島大学医学部跡地の環境が本科のハナパチ
Halictasは種数こそ l種 (3%)で、あるがヲ僧体数は全体の約26%を山め，
2位である。第 3位以下 Tetralonia(種数約 3%，個体数約 7%)， Chαlicodornα(種数約 5%，個体
4 ， Andrenα(種数約10%ラ個体数約 3%)と続くが，占める割合は小さい。
に，他の地域、での調査結果と比較して 2.からも半IJるように)Andre叩属の割合が著しく
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parison of relative abundance to the result in Godai同 n，Kochi. SP: Shiroyama 
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Family (Abbrev.) 
Genus (Abbr日v.)
COLLETIDAE (COL) 
Colletes (Cl.) 
HALICTIDAE (HAL) 
Halictu.s (Hl.) 
(Lαsioglossu.rη) 
(Ev.) 
Nomiα 心Vα)
(Sh.) 
ANDRENIDAE (AND) 
Andrenα (Ad.) 
(Pn.) 
MEGACHILIDAE (MEG) 
Euαspis ) 
Chαlicodom.α(Ch.) 
Coelioxys (Cx.) 
??っ???
??
??
?
?
??
?
?
?
???
?
?
? ?
?
?
?
↓
????
???
?
??
ー
12 
14 
36 
6 
4 
9 
43 
Osmiα (Os.) 
ANTHOPHORIDAE (ANT) 
Nomαdα (Nm.) 
TetrαLoniα(Tl.) 
Amegillα (Am.) 
Anthophorα (At.) 
Thyreus 
Ceratinα(Cι) 
小さいことは，当地に特徴的なことと言える。また?
に関連してである。筆者は1981年以降南西諸島のハナパチ類調査を実施してきたが，その
部の複数の烏で本属の l種ヲ T.okinawαnα(オキナワヒゲナガハナパチ)が植え付け前のサトウキピ
ここで特記しておきたいことは Tetralonia属の
された本属l准ーしている。 T.okinaωαnαは?城山公開
(ニッポンヒゲナガハナパチ)とは近似種であるので，
鹿児島大学医学部跡地に比較的大きなコロニーを形成していた(あるい
なおそらく同
しているのを目闘に大コロニーを
の種である T.
の百分率j去によって優占種を調べ，
αsp. L， 
sp. Jの5l'重で，
をもつことが予想され，
に拡大しつつあっ
3.に示しfこ。次に，
としで認められたの
Lg. 
Halictμs 
の
いものから Lαsioglossum
およびLg.
その度合いの
Tetrαl。孔iα
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Fig. 3. Relative abundance of the predominant species shown by the occurrence probability 
method. Percentage ratio (the top scale) of each species is given by a solid circle with 
the fiduciallimits (bar). Cumulative percentage curve (the bottom scale) is given by 
open circle. The verticalline is the reciprocal of the 100 x number of the sampled spe-
cies. Sex ratio in each species are shown in a pie graph on the right side (white sector 
- female， black male). Abbreviations of the genera or subgenera are shown in 
Table 2. 
CUMULATIVE 
累積パーセントは約74%に達する。特に前2者は圧倒的に優勢であることが判る。
2.高知市五台山に於けるハナパチ相との比較
ここで，科及び属レベルに於ける種数と個体数について高知市五台山で(各月 2回)実施された調査
結果(幾留， 1978) と比較検討してみたい (Table2.)。ハナパチ相に影響する環境条件やその他の要
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因が必ずしも一致しているわけではないが，五台山も概してその立地条件は城山公園によく似ているの
で，都市現自然公閣の範惇に入れることができる。五台山で得られたハナ
倍体である。
まず，科レベルで比較して特筆すべきことは，種数に於いて城山公園の方が五台L1Jより際立って多い
のは Halictidaeでその比率は 2倍を越えており，逆に少ないのは Andrenidaeでその比率は半分以下と
なっていることである。個体数の割合で比較しでも同様の傾向が強まるばかりでなく，城1]公園では
Halictid加の割合が突出して大きいので，このことが他の科の割合の減少を増長していると言える。な
お，城山公園では(ミツバチ科)を欠いている。これはBombus属の不在によるものである。
次に， ~罵レベルで比較してみると，種数及び個体数の割合に於いていずれも五台 LLiより城山ノム開
に大きい属はLasioglossum属で?逆に小さい属は Andrenα，Tetraloniα及びNornαdaの3属が
あげられる。また，種数の割合はほぼ同じで個体数の割合が五台山より城山公園の方が小さくなってい
る属は，Chalicodomα， αchile及び、Nomiαの3属があげられる。なお，属の数は向調査地ともに
18属で同じであるが9 そのうちの存否を比較してみると，城山公園で採集されなかった属は
Osrniα及び Bornbusの4属で，五台山でのそれは Hylaeus，
Ceratinαの4属である。
以上のような結果から次のことが考えられる。
及び
1 )種数について刷 城山公園に於ける Halictida自の17種は，多くの未分類種を含んでおり，分類が
れば数的には若干少なくなる可能性も百定できないので，その分差し引き考慮しでも五台!llに
けるより多いと思われる。この理由のーっとして，生息環境の安定度が考えられる。すなわち?
の方が安定の度合は高くヲむしろ城山公開では鹿思島大学医学部跡地が占時的に不安定要因ながらも
Halictid加の生息環境にはプラスに作用した， と考えるほうが妥当であろう。
このことを除けば?城山公閣の種数は五台山よりむしろ少ない。その理由のーっとして，
よりもむしろハナパチの地理的系統要因があげられる。城山公園で特に種数の少ないのは北方系種を多
く含む An紅白nidaeであり，これに属するハナパチーは南九州では低地部より山間部により多く iをする。
これにともなって，主に Andr日nidaeを寄主とする労働寄生蜂のNomad，α属のハナパチが少なくなるの
は当然のことと思われる。
OsmiαやBornbusのような属も北方系であって，南九州、|では比較的標高の高い山間部でしか発見さ
れない。
いずれにしても城山公園で採集されでも不思議でないのは Colletes属であるが，その欠如に対寸る
理由として j~l理的系統要因をあげるのは不適当と思われる(後述)。
2 )個体数について Halictidaβ はその生活様式に於いて集団性種を多く含んでおり，
えば集団営巣するので個体数は一般に多くなる。 鹿児島大学医学部跡地が本科のハナパチに
していたことは否めない。
これ以外のイ同体数の変動には調査回数の差が最も影響を及ぼしていると思われる てし 2触
れておきたしミ。
両調査地には竹林が存在する。筒営巣性の種を多く含む Megachilidaeのハナパチにとって
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は似たような環境のはずであるが，個体数に若干の差がみられる。そのうち Chalicodomα属が城山公
園で多かったのは本属の種が南方系であることに，また，Megachile属が少なかったのは本属には北方
系の種も多く含まれていることに起因すると考えられる。
Anthophoridaeの個体数は城山公園でより多い。なかでも造巣基を生木または枯木を問わず樹木の
材部に求める Xylocopa属は注目に値する。城山公園にはXylocopa属の造巣基に適した老木や立ち枯
れの枯木が多いので，城山公閣は本属の営巣環境として大変良好な環境を提供しているものと推察される。
1 )， 2) より，城山公園に於けるハナパチ相は，市街地に至極隣接するからといって予想されるほ
ど貧弱ではないと言える。このことは，城山公園が早くから長年に亙ってその自然環境の保持がなされ
てきたことによる安定した環境と一応評価される。一方，鹿児島大学医学部跡地に見られたように，た
とえ市街地であっても開花植物と関連して(後述)ハナパチの営巣に相応の裸地があれば，ハナパチの
生息環境となり得ることが判る。しかも， このようなケースでは真っ先に LasioglossumやHalictus
のような Halictidaeに属するハナパチの侵入・繁殖が起こる可能性の高いことが示唆される。
3.季節消長
調査を実施した 2月下旬から11月下旬までのうち，実際にハナパチが採集されたのは 3月上旬から11
月中旬までであったので，この期間を通して開花植物とハナパチ類の各種の季節消長を Fig.4.に示し
た。 Aは開花植物数と被訪花植物数の推移， Bは訪花ハナパチの科レベルにおける個体数と種数の推移，
C~G は訪花ハナパチの優占種 5 種に於ける l雌と雄の個体数の推移である。ただし， 7月上旬の調査日
は照度がかなり低いと思われるような曇天であったので，そのような天気がハナパチ類の訪花活動に明
らかに影響を与えている。また，前出の Fig.l.から判るように， 1980年の各月の平均気温は 2月と 12
月が平年値よりも約2度低いものの，概して平年並みに推移している。一方，降水量は平年値より若干
少ない 2月， 6月及び12月を除けば，比較的降水量の多い年といえる。なかでもハナパチの出現期間の
うち 3月， 5月， 7月及び10月が多く，特に 5月と 7月は平年の凡そ 2倍近い降水量を記録しており，
ハナパチの活動に多少の影響を与えたと思われるが，以下，気象要因の影響は一応除外して稿を進める。
まず，開花植物と被訪花植物についてであるが，前者の総数は47科101種，後者の総数は27科53種で
あった。各時期の開花植物は 3月中旬から 6月上旬までは20種前後で推移し，その後7月中旬までは10
種以下に減少するが， 7月下旬から次第に増加して 8月下旬から10月上旬まで再び20種前後で推移して
いる。すなわち， 20種前後で推移するこつの台地型を示している。これに対して，被訪花植物は初めの
台地に於いては開花植物の半数から徐々に減少して 3分の 1までに減り， 6月中旬を境に8月上旬をピー
クとする第 i番目の山がみられる。その後9月上旬を境に多少歪ながらも10月中旬をピークとする第2
番目の山が読み取れる。すなわち，被訪花植物では春から初夏，夏季及び秋季の三つの山が認められる。
次に，訪花ハナパチの倒体数と種数の推移をみると，個体数では3月上旬から 5月下旬までに各月ピー
クがあるものの巨視的には一つの大きな山があり，その後被訪花植物数は極めて少ないにもかかわらず
6月中旬に 2つ日の山がある。さらに， 7月下旬に三つ目の山が現われ， 9月上旬から11月中旬までの
聞に四つ目の山が認められる。種数は被訪花植物数の推移とほぼ平行して三つの山型を示している。
ここで特に言及しておきたいことは， 6月中旬に現れた二つ目の山の背景についてである。この山の
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はHalictidaeの， しかも C~G からも判るように Halictus αerαnus と
occidensの2種によるもので，前述のように鹿児島大学医学部跡地の結果が城山合同の結果に割り込ん
でいると判断する方が妥当であろう。したがって，これを除けば高知市五台山での結果とよく似た三つ
の1[ft'Jとなる。
ハナパチの各科の季節消長については，全国各地で実施されている調査結果と照らし合わせて当地に
なことはなく， Andrenida告が春季から初夏に， Co11自tidaeとMegachilidaeが夏季から秋季に，
HaiictidaeとAnthoDhoridaeがほぼ全期間を通して出現している。ただ¥量的にはどの時期も種数・
ともに Halictidaeが圧倒的に多く，次いで AnthophoridaeとMegachilidaeが目立つ程度で，
Colletida自はともかくも Andrenid加の少なさは特概的である。
に，ハナパチの優出種5種の季節消長についてである o Halictidaeに属するハナパチは程度の差
こそあれ社会性をもつものが多い。それを裏付けるかのように，Lasioglossum sp， L， 
Halictus Lg， (Lg.) occidens及びLg. sp. Jの4種では維が秋季に採集されている。
すなわち，成虫越冬した母パチが春から初夏に娘パチを生産して母娘カストを成立させ巣の拡充を図り，
に越冬雌(次世代母)の生産と同時に雄を生産する。ここで次世代の母となるべき雌は維と交尾を
ませて越冬する， というパターンである。今回の調査では巣の観察を実施したわけではなく 9 あくまで
も花仁で採集された個体数に基づく結果であって全くの推論に過ぎないが，Hl. aerariusはこのパター
ンに沿η たものとなっている。 Lg. sp. Lは基本的にはこのパターンに沿っているがラ春に iJミな
りの雌が採集されて後初夏から初秋まで僅かの雌しか採集されていない。これが何を物語っているかは
推論のしょうもないが，生活様式による，訪花習性による或いは造巣習性によるといった側面が考えら
れる。このうち造巣習性と関係して意外に他の場所へ分散を図っているかもしれない。また，LR'. (Lι) 
occide，孔sとLg. sp. Jの2種には雄のまとまった採集時期が2回あるので，イヒ性があって 2化
している可能性がある。
4ヨ
の学名については，主に大井 (1983) による文献を参考にした 園芸植物については，浅lr
によるものに従ったことをここで断っておきたい。
ま被訪花植物の科vベルにおけるハナパチの訪花個体数をみると (Table3.)，被訪花頻度
に高いのは Compositae(キク科， 30.9%) とLeguminosae(マメ科， 14.6%)の2科である。これに
Hui;aceae (ミカン苧~， 9.0%)， Cruciferae (アブラナ手十， 8，8%)， Labiatae (シゾ芋j-， 6，7%)， Poly~ 
gonaceae (タデ科， 6.7%) と続く。被訪花頻度第11:立のキク科は Halictidaeの訪花が約89%を山め圧
倒的に多いが，他の科のハナパチも万遍無く訪花しているのが特償的である。被訪花頻度第2位のマメ
も日a1ictida記(約82%)の訪花が圧倒的に多いが， Anthophoridae (約17%)の訪花も比較的多い。
他の地域の調査結果から， Megachilidaeがマメ科への選好性が高いことはよく知られているが， こ
こではM培、achiliida告が圧倒的にミカン科を訪花していることも特徴的である。
また， HalictidaeとAnthophoridaeがいろいろな科の開花権物を訪花していることは，前述のハナ
パヂの本節消長に鑑みて当然のことと言えるが，多少の選好性の存在もうかがえる。すなわち， Ha1ict 
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Table 3. Number of bee individuals collected on folwers of various 
of the b問 familvare shown in Table 2， 
families. Abbr引natlOw3
Compositaε 13 421 53 
Rosaceae 5 40 21 
Cruciferae 4 132 3 
Verbenaceae 3 36 
Leguminosae 2 175 49 
Lahiatae 2 59 44 
aceae 2 50 52 
Comrnelinaceae 2 1 
Caryop hy llaceae 2 9 1 
Rutacea巴 1 71 67 
Linac空白一e 1 71 1 
Acanthaceae 1 29 4 
Genti乱naceae 1 19 4 
Anacardiac日ae 19 1 
Caprifoliaceae 1 10 9 
Aquifoliacea日 16 
Icacinaceae 1 9 3 
Eric乱ce且白 I 5 4 
O1eac:ea。 l 6 2、
Saxifragaceae 1 5 l 
Violacea巴 6 
1 4 
8teTcu1iac自ae 一1 3 
322 
はシソ科，マメ科及びパラ よida日はキタ科，マメ科ヲアブラナ科及びタデ科へ，
り多く訪花している。
474 30，9 8 421 22 
61 4.0 28 6 
135 8.8 126 6 
36 2，3 
224 14，6 183 3 
103 6.7 57 7 
102 6町7 2 100 
1 0，7 9 3 
10 0.7 8 1 ム
138 9.0 2 58 69 9 
72 4，7 56 5 1 
33 2.1 33 
23 1i A民3 9 13 
20 1.3 17 2 
19 1.2 4 15 
16 1.0 1 8 Jt 7 
12 0，8 9 3 
10 0.7 6 4 
8 0，5 6 2 
0.5 につJ 4 
6 0.4 6 
4 0.3 4 
3 0.2 3 
2 0.1 2 
0.1 1 
l 0.1 l 
1 0..1 
1532 100 14 1174 51 78 215 
一一一一一一一一一・唖
った仁位10種の開花植物とハナパチの訪花1[，1体数の関係をみると 1[ )， 
されることながら開花期の長いマメ科のシロツメタサ%)とキク科のヒメジョオン
が上位2務となっている。ただ，訪花ハナバチは前者では Halictidae(約82%) のほかに
idae (キの訪花がみられるのに対して，後者ではの訪花は全くなく? ほとんJと
Halictida告の訪花(約99%)でr17められている。いずれにしてもヒメジョオンの大群落とシロツメタサ
は鹿児島大学医学部跡地にみられた。花粉。花蜜源としての開花量が豊寓で，長い開花期とハナ
にあった は，特に Halic1札lacパチの長いj舌動期が一致し， としてのスペースも
の繁殖にとっては恰好の場所となっていたものと考えられる。
が圧倒的にミカン科を訪花していることは前述したが，そのミカン科の植物とは第 4
位のカラスザンショウ i種である。カラスザンショウは大木となり枝に]買生@密生する大形の花を位(
に咲かせるので7 時か l~の木でもハナパチ類だけーでなくカリパチ類やその他いろいろな訪花見~J~ を引
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Tahle 4， Ten plants predo:minantly visit日dby bees， LEG : Leguminosae， COM : RUT : 
LAB : Labiatae， POL : Ploygonaceae， LIN : Linaceae， 
Plant name 
Nu mbe r of he m d mcuAac4Nh RD hm-iMtPf白a1m一3汁i二l一τA一τN一38計T寸i1 E F I - C v泥8寸仕~Y叫一沼?-実M T~~ T~~~Japan君S8name 
手♂♀d' % I COL HAL 
repens (LEG) 174 49 223 14.6 I 182 
Shirotsumekusa 
2. Erigeron annuus (COM) 7 181 11.8 I 179 I V-L~LX-E 
日II日記Joon
3. L日:psa凡ahumilis (COM) 5 147 9.6 I 12 18 7 I m-E~ Vl -M 
Yabutabirako 
4. ZanthoxyluT<凡日ilanthoides(RUT) I 71 67 138 9.0 I 2 58 69 9 I VIl -L~Vlll-E 
Karasuzansho 
5. Lamium barbatum (LAB) 43 102 6.7 1 57 38 1 m-E~V~E 
Odorikoso 
6. Polygonum longisetum (POL) 51 10 6.5 I 2 98 I lX -~L~Yl-M 
Inutade 
7. 叩sellabursaてpastoris(CRU) 3 79 5.2 1 71 3 1 III-E~N-L 
Nazuna 
8. Oxalis corniculata (LIN) 72 4.7 1 56 5 1 Illl-E~ Vl -E 
Katabami 
9. Cロrdamine (CRU) 48 3.1 1 47 1 rn-M~IV-E 
Tanetsukeb乱na
10. 801idag口口ltissima(COM) 29 16 45 2.9 1 8 37 IX-Mへ XI-E 
Seitakaawadachiso 
Other speceis 317 80 397 25.9 2 267 15 8 109 
Total 1210 322 1532 1ω 14 1174 51 78 215 
き ける。
また， シソ科のオドリコゾウには Anthophoridaeが好んで相当数訪花している(これは後述したよ
うに Tetrαlonia の訪花である)。オドリコソウは Fig.2 .yrのA地点から 100m~ 150mの
、の土手に群落がみられた。
なお， これら10干重(シロツメクサ， ヒメジョオンヲヤブタビラコヲ カラスザンショウ，オドリコソウヲ
イヌタデ，ナズナ，カタバミ及びタネツケパナ)の開花植物への訪花個体数は，採集伺体数の74.1%を
占めている。
に，ハナパチの優占種5種の訪花植物について検討する。その割合を 5 に示した o Tetrα 
lonia丸む'Jponensis以外の 4種は前:iiliのように訪花活動期が長いので，いろいろな花を訪れることは
されることである。
sp. Lは17科31種の開花植物を L，なかでもキク利.(30.6%) とアブラナ
への訪花が著しく，ヤブタビラコヲナズナヲ タネツケパナ，オドリコソウ，イヌタデ及び
カタパミへの訪花で69.3%を占める。
Halictus aerariusは10科20種の開花植物を訪花し，なかでもキク科 (37.8%) とマメ科 (36.6%) 
への訪花が著しく， ヒメジョオンヲシロツメクサ，イヌタデ及びキツネ/マゴへの訪花で84.5%を占め
Compositae 
legumino容器@
腕utaceae
出活
labi掴tae
Polygon自ceae
Linaceae 
躍覇
ぬの畠aceae
11111111 111 
Cruciter品e
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る。
Lg. (Lg.) occidensは12科16種の開花植物を訪花し，なかでもミカン科 (37.2%) とキク科 (35.7%)
への訪花が著しく，カラスザンショウ，ヒメジョオン，ショウベンノキ，セイタカアワダチソウ及びネ
ズミモチへの訪花で、81.4%を占める
Lg. (Ev.) sp. J は13科22種の開花植物を訪花L，なかでもキク科 (48.1%)への訪花が著しく，ヤ
ブタビラコ，カタバミ，ヒメジョオン，イヌタデ，シロツメクサ，ヤブムラサキ及びカラスザンショウ
への訪花で、78.5%をしめる。
TI. nipponensisは8科9種の開花植物を訪花し，なかでもマメ科 (36.2%)，シソ科 (22.9%) 及び
パラ科 (17.1%)への訪花が著しく，シロツメクサ，オドリコソウ及びニガイチゴへの訪花で74.3%を
占める。
5.ハナパチ相からみた城山公園の環境評価
都市型自然公園としての城山公園の環境評価を試みる一つの方法として，他の類似する場所での調査
結果と比較考察することは有意義なことと思われる。その一例として高知市五台山に於ける調査結果と
の比較考察は 2の項で行なった。
ここではまず，これまでに判明している鹿児島県本土のハナパチ相と照らし合わせて考えてみたい。
なお，鹿児島県本土のハナパチ相は長瀬 (1982) によってリスト・アップされたものがあり，これには
ある程度の量的な示唆も付されているので検討する上で大変便利である。そこで，この貴重な資料に筆
者の知り得るその後のデータを若干加えて補足し，また平嶋 (1989) による日本産昆虫総目録と照合し
て補正したものを附録3. として末尾に掲載しておきたい。
今回記録した鹿児島県本土のハナパチ類は総数で (Lasioglossum属の 2亜属だけは属と同格と
みなして) 7科30属90種である。このうち城山公園で得られたハナパチ類は 5科18属39種である。城山
公園に欠く 2科はMelittidae(ケアシハナパチ科) とApidae(ミツバチ科)で，実際には後者では
Apis属が生息しているので前者だけを欠くことになる。しかも前者に属する唯一の種，Dasypodα 
jα:ponicαは北方系の種であって霧島山系のような山間部にしか生息していない。したがって，科レベ
ルでは生息可能な科は一応全て網羅していることになる。
属レベルに於いて城山公園で採集されても不思議ではない属は，Colletes， Rhopαlomelissα， Epeolus， 
Triepeolus， Euceraなどの 5属があげられる。これらのなかで，Eucera属は大崎町で 1雌が記録され
ているに過ぎないので生息の可能性は極めて薄い。 EpeolusとTriepeolusの2属は労働寄生性であって，
前者の寄主は Colletes属，後者のそれはNomiα属やAnthophora属であることが知られている(岩田，
1971)ので，少なくとも Triepeolus属は生息していてもよいはずだが，そうでない理由は寄主のNomia
属と Anthophora属自体城山公園での生息数が極めて少ないことによるものと考えられる。
残る Colletes属と Rhopαlomelissα属の不在については，特に前者については地理的系統要因がその
理由とはならないと前述したが，実はおそらく開花植物と関係しているものと思われる。前者はキク科
への選好性が強いことが知られている。例えば，ヨメナ，ヤクシソウ，シラヤマギク，アキノノゲシな
ど， しかしこれらの有力な植物は城山公園では事実非常に少なかった。一方，後者は風媒花のイネ科を
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早朝訪れることが知られている(馬場・平嶋， 1991)。また筆者は1980年9月7臼に鹿屋市鳴ノ尾でオ
トコエシとミズヒキの花上でRhopαlomelissαを多数採集している(未発表)。これらの植物もまた城
山公園では少なかった。城山公園は大部分が雑木林で覆われていて，これらの日当たりの良い林緑に生
育する植物は遊歩道沿いの土手に僅かに見られるだけであった(無いのではない)。しかも，城山公闘
ではその管理上遊歩道沿いの土手を草の繁茂する夏に見事に刈り取ってしまうので(調査した1980年も
例外ではなく，ある日突然あまりにもすっきりなっていて只管惜しい思いをしたのだが)，秋口になっ
て細々と茎を延ばし，精一杯の花をつけるのである。
実際のところ，少なくとも Colletes属不在の原因は，この属のハナパチが好んで集まるような上記
のキク科などの植物が夏場に刈り取られてしまうことにある，と考えられるのである。
ともあれ， したがって城山公園に僅かで、も生息可能な(或いは調査中に採集もれがあったとして採集
される可能性の高い)属は，まずは ColletesとRhopαlomelissaということになり，裏腹に 2属だけの
欠落と言えるので城山公園の属レベルでみたハナパチ相は比較的豊かであると判断される。
種レベルで検討する場合，まさにその種のもつ性質すなわち生活史，生活様式，地理的系統，訪花性
などが直接関係してくるので，これらの各々を詳細に検討するには解明されていない部分が多く，なか
なか議論が進まない。そこで，多少非科学的であることは否めないが，日頃の採集経験に基づく個体数
の頻度をもとに検討してみたい。
附録3. に示したように，個体数の頻度をR:希， U 少ない， C:普通， A 多い， S:極めて多
い， L:局所的，の大まかな段階に分け，まずはそれぞれの種についてこれによって判断しておく。次
にある特定の場所に於けるハナパチ相の豊かさを判定する一つの方法として， I希」な或いは f少ないJ
種と「局所的」な種を除いて， I普通J，I多いJ及び「極めて多い」と判断された種がその特定の場所
にどれだけ生息するかを検討してみる。
その結果，各頻度段階に於ける種数を Table5. (城山公園の調査ではApis属を対象外としているの
でこれを除く)に示したように， C， A及びSと判断された鹿児島県本土のハナパチでは41種，一方城
山公園で得られたハナパチでは21種となる。つまり，普通種とみなされるハナパチの城山公園に於ける
占める割合は， 51.2%である。斯くして，
①ハナパチ相の普通種から判断される城山公園の環境評価は100点満点の51点とみなされる。
しかし，城山公園で得られたハナパチには種名の確定してない種が13種いて，これらの種の中には局
所的に生息する種もいるものと考え L -，さらにR及びUと判断された種(5 )のC，A及びSと判
断された種 (21) に占める割合 (23.8%)の分 (3.0) を差しヲ|いたもの (10)，すなわち，
②種名未確定種中の普通種とみなされる種数を加えて評価すると， (21 + 10) -;-41 X 100=75.6%となり，
76点がつけられる。
また， R， U及びLと判断された種であってもむしろ城山公閣の環境の良さ故に，
③ハナパチを受け入れる許容度が高いとみなして，これに相当する種数も加えて評価すると， (21+10 
+ 8) -;-41 X 100=95.1 %となり， 95点を与えられる。
この評価の仕方はもとより採集者の経験に基づいている。①，②，③のどれが妥当かは，調査期間中
を通してその自然環境を見てきた者の判断で選択するならば，②の76点としたい。また，県単位のよう
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Table 5. Species number in the rank of individual frequency. R : rare， 
U : uncommon (few) ， C: common， A: abundant， L: locally， 
K : inthe mainland of Kagoshima Prefecture， S: in the Shiro-
yama Park. 
Family R U C A 1 L 
Genus K S IK S IK S IK S IK S 
COLLETIDAE 2 4 2 1 2 1 1 
Colletes 1 1 1 1 
Hylaeus 1 4 1 1 1 1 
HALICTIDAE 1 l 3 2 4 3 1 
Halictus 1 1 
Lαsioglossum 2 2 1 1 
Sphecodes 1 1 
Nomiα 1 1 1 
Pseudapis 1 
Rhopαlomelissα 1 
ANDRENIDAE 5 5 1 4 7 3 
Andrenα 5 5 1 4 7 3 
MELITTIDAE 1 
Dasypoda 1 
MEGACHILIDAE 2 3 2 7 5 1 1 3 
Euαspis l 1 
Chαlicodomα 2 2 1 
Coelioxys 1 1 1 
Megαchile 1 2 1 3 2 1 1 2 
Osmiα 1 
ANTHOPHORIDAE 4 7 1 9 4 2 1 3 1 
Nomαdα 3 4 2 
Epeolus 1 
Triepeolus 1 
Pαsites 1 
Eucerα 1 
Tetrαloniα 2 1 
Amegilla 1 l 1 
Anthophorα 1 1 
Thyreus 1 1 
Cerαtina 2 1 3 1 
Xylocopα 1 1 
APIDAE 4 
Bombus 3 
Psithyrus 1 
Total 14 1 
(exduding Apis) 
な広い地域に於ける種がそのまま限られた特定の場所に存在するかというと，現実的にはその様なこと
はまずないので，この点からも考え方としては②でよいと思われる。
いずれにしても，城山公園のハナパチ相から見た自然環境は，前述の高知市五台山に於ける結果との
比較にも鑑みて，良好と結論づけられる。
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6. 自然公圏の管理上の課題
「公園J~土，まずは設置ー管理する側の目的によって町内の遊園地的なものから広域，)クリェーンヨ
ン施設的なもの，国立公園のような自然保護区的なものまで種々様々である。ここでいう「自然公園j
とは，その区域内に多少とも自然との関わりをもっ公園を指して用いることにしたい。口幅ったいと思
えることもあって多少気が迭まない・面もあるが，自然環境の保全を考えるヒで，今後なんらかの
になればと思う:1，く第である。
1 )同じ場所での調査を定期的に実施すべきであろう。
このことは， 10年或いは20年といった間隔で実施すれば，環境の評価を行うにあたっては有力
となるはずである。我々は日常見慣れた同じ場所にいればいるほど環境が変化していることに対し
外に疎い。それに比べて世代交代の早い昆虫は微妙な環境の変化を感じ取って増減する。そのような
虫の増減が環境変化の或いは評価のバロメーターとなり得ることは言うまでもない。
この度の調査は1980年に初めて実施されたものでp その意味からも今後の調査結果と比較すると
となるはずである。
国にJ980年以降，域社j公閣の自然環境は直接的或いは間接的いずれの原因にしても誰もが気付くほど
の変化がみられる。まずは，鹿児島大学医学部跡地は1981年に整地され，県立腔史資料センター
舘」が建築された。また， 1986年7月10日に発生した集中豪雨による自然災害のもたらした変化があげ
られる。斜面のあちこちで大規模な地すべりが発生して地面が露出していたが，その後治山工事がなさ
れたもののこのような場所では環境が一変している。さらに，公園の北乃至北西側では年々平c:l1ilJl'l口っ
てきている。
このような環境の変化の中，ハナ
が，今後の調査研究に委ねたい。
2 )環境の保全とはなにか，実質的
どの様な影響を受けているか大変興味のあるところえゃある
と自然の側に立ったきめ縮かな配慮が望まれる。
100自然公間Jなどと銘打って特別に指定されると，それまでは誰も見向きもしなかった場所がーム
変して人々の憩いの場となる。しかも?至れり尽くせりの整備がなされればなおさらのこと 9 休日など
は人だかりの山。車の洪水と化す。公閣の設置目的にもよるが，少なくともその設置目的の中に自
境:の保全や自然と人間の触れ合いが入っているならば，入手を加えることは最小限に止めるべきであろ
う。もちろん管理上や安全性の面から整備しなければならない部分のあることを否定するものではない。
時として必要以仁の風致仁や利便性の域と判断される整備を見かけるのである。
決してこの類の例ではないが，城山公園内の遊歩道は道庁iも広いので，遊歩道沿いの土手の草刈りは
道際の極一部でよいと思われる。たとえ道から林緑まで巾があって雑草が生い茂るからといって刈り取
る必要はない。その様な場所にはラ植栽された閏芸品種のように咲き乱れるというわけにはいかないま
でも，四季折々素朴にして可憐な花が咲くのである。また，その様な自然の花こそハチ類をはじめチョ
ウ類，アブ@ハエ類や甲虫類などの訪花見虫を引き付けるのである。まず野生の植物があり，そしてそ
こに生活を営む種々の小動物がいてはじめて自然と言うに相応しいのではなかろうか。とりわ
物とくに虫媒花と訪花見虫は相}主適応或いは共進化の関係にあるからである。
3 )積極的に基本的な生態系の調査を実施すべきである。
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はまさに生きているので場合によっては自滅することもあるがy 強靭な回復力も生まれながらに
して備え持っている。しかし直接@間接的に人間の手によって破壊された場合，その回復には相当の
る。しかも 9 ぞれは10年ヲ時として100年といった単位、の時間であることが多い。
まえ I自然破壊は人間がそこに第一歩を踏み入れた時から始まる。 Jと言 vコても過言ではない。し
かしフ ヒトもまた生態系の一員である。と言うよりも，一員に過ぎないの?あって，我が物顔でイ取を
牲にしてもよいということにはならない。犠牲にしているという認識のないままタ実は犠牲のなにもの
でもないということが日常茶飯時のことであろう。ヒトも生態系の一員である以上，他を犠牲にすれば
やその反作用を受けるのである。近年， その反作用をいろいろな形で， しかもかなり深刻と思われ
る程に受けつつあることは周知のことである。
その様な自然の現実を踏まえるならばヲ自然公闘を管理する側から積極的に基本的な生態系の調査が
主れるべきで， しかも定期的に行なわれるべきであろう。換言すれば，自然の定期健康診断を芯つ
てはならないと主張したい。仮に疾患が見つかったからといって，対症療法では問題解決にならないば
かりか経費だけがかさむ← jjである。その様な無駄とも思える予算があるならば，その予算をもっと病
に注ぎ込んだほうがよいことは明白である。病因療法を行なうにしても，定期健康診断を実施し
おけば，より効果的な治療が施せることも明白である。
九~，ヰな認識のもと，定期健康診断のような基礎資料の入手のために
ならと主 V¥重要なことで，これは管理者の義務と認識すべきと思われる。そして， そ
的な展望に立って実際に活用するばかりでなく，貴重な文化遺産とし
に誇るべきことと思われるのである。
r城山の線よとこしえ
これはη 昭和29年，当時，鹿児島大学文理学部生物学教室の教授であられた内藤喬氏によって
された「城山植物目録!のあとがきに記さ上した一節で、ある。
L， 
を救うために奔走されたお一人で，時ヲ昭和 5年の暮から昭和 6年にかけ
ある。当時既に観光化の波が押し寄せていたようで，その一つに城山東斜面の白
られていて， I城山問題Jと称して世論を賑わせていたようである。 しかも， そのためには
を伐採するという市議会の決議があった模様で，これに対し
に伐採反対論を展開L 文部省に対して天然記念物としての指定を懇請した。その
の裁断により られたのである。斯くして自動車道路建設の計画は変更され，その道路と
いうのが照国神社北側から迂回しての登山路であって，今もなおそのまま残っている。
を展開した人々のみならず¥文部省や議会のまさに先見的美断には，今日その胤格を
を仰ぐにつけ，頭の下ーがる思いがする。自然、は，一夜にして成るというようなものではないから寸?ある。
の栄華を享受する今日， 1-消耗品的感覚で自然と接しではならない。jと声を大にして言いた
し、。そーして，自然物の中でも特に植物が自然、の源であることも改めて忘れてはならない。
lこ， !大j藤喬氏をはじめとする関係者の遺徳を偲びつつ， I城山植物日銀j に記された最彼係の ~___A
を15(文のまま掲載しておきたい。
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はこんなことま
か前の問題が頭に
こうとは思ってもいなかったが，
る。城山に対する
々城IJIのことに及ぶと?つい
の心に満ち溢れて実に真剣で、あった。当時
のことを思い出すと， も胸が踊るのである。因に岩崎谷に道を拓いて自 '5:i画するようになった
のは であコ7::0 J 
L 
され?また植生図や地形関等の資料を していただい
く御礼市し f.fT'る。ま Andrenα属のハナパチの同 ノ 日iでー¥つ Icミ
の多田 植物に関して同定をはじめいわいろ
並びにそののいろいろな を干1ZZつ
ら!惑謝申し上げる。
l .鹿児島市城山公国で1980年に
される。
したハナ ぷついて のように
3 
J )ハナノ官、ナ類の 間は 3月上旬から日月中旬までの間で，得られたハナ は5
あった。
2 )ハナ なこと -個体数ともに， Halicti dae を刀ミ
し， Andr叩 idaeが劣勢グループに位置したことである。その要問として?
であっても相当の面積の裸地と相当量の花粉・蜜棟、の存夜7J'Halictidaeの
を百j龍にしたこと，後者では地理的系統の立場ーから北方系種が欠落しといることな
れた。
えら
3) 1憂 られたのは 5
Tetrαlonia 及び
8p. L， Halicl.us 
sp. JのJIiJ:に低〈なりヲ
更;及び秋の四つのどーク
によるものであること である c
5 )被訪花頻度の高かった
いずれも Halictidaeのハナパヲによる
カン科(特にカラスザンショヮ)を女子ん
σ)ょう
1 ) 
としての城山公園
らオl-1ニ。
する高知市13 る
夏及び、秋の三つのピ…クがヲ(同体数では
に個体数に於ける初夏のピークが同 Halictidae
にシロヅメタ叶十)了、¥
あった。また， の/、ナノ¥.チ;う;ミ
について，ハナ 以F
と比較し ないものの，慨して良
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と評価された。
)箆鬼島県本土のハナパチ相と比較した場合ヲ点数化の三つの評価方法が考えられたものの，
を考慮して一応76点が妥当と思われた。
3- 自然公園の菅理上の課題について，若干の私見を.:i!liぺた0
4 城山公園の自然保護に関する片足史上の---'-話題を紹介した。
附録として，鹿児島市城山公閣のハナパチ類目
物の目録及び鹿児島県本土のハナパチ類改訂目録を
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のハーナパ 関
1980年に実施したハナパチ類定期調査で得られた 5科18属39穏のリストである。 ら科ごとにま kめ，
データは雌雄別に 9 採集月日(本文中の Table1.に示した記号Aを用いて略した)，個体数の!阪で示
し.採集年(1980)と採集者名(幾留秀一)は省略した。
1. COLLETIDAE 
1. Hッlai'Lιs zηcsuiαrum insulαrum Yasmnatsu et Hirashima (2♂11♀) 
Males:γM 1， X -M 1 
Femal田 vr-E 1， Vll-L 2， X -M 6， X -L 2.
2. Hylaeus floralis (Smith) (1♂) 
Ma]e: X -L 1.
TI. HALlCTIDAE 
3. Halictus (Seladoniα) 仰 rariu.sSmith (79♂320♀) 
Males:淑 ivl [)( -E 4， IX -M 3， lX -L 2， -E ， X -M 24， X -L 19，沼 E 15. 
XI -]¥11 3 
Females: N- 4， lV-M 3， N-L 2， V -E 2， --M 7， V-L 5， Vl-E札 V1-
M 58， Vl-L 41， Vll-M 33， vr-L 16，潤 E9，漉 M 16， V1Il- 10， IX-
E 8， [)(-M 22， IX-'L 27， X-E 5， X-M 16， X-L 11， XI-E 18 
Lasioglossum sp. D (1♀) 
Female : vl-L 1. 
5. sp. E (1平)
Female : lV-E 1 
ぢ sp. F (1♂4早)
Male. Vl-E 1 
Fernales: V-E 1， V-M 1， V-L 2. 
7. Lasioglossum αeus) sp. G (10♀) 
F日males:V -M 9， V -L 1. 
8. Lasioglossum sp. H (1♂42♀) 
Male: ¥直一L1. 
Femal倒:N -E 2， IV -M 3， N -L 2， V -E 29， vn-M 5， X -J¥/[ 
仏 sp.1 (2♂3♀) 
Males:刃-E1，刃-M1. 
Females目 V-M1， V-L 1， [)(-M 1. 
10.αeus) sp. J (11♂68♀) 
1 
IViales : V -L .2， V! _. E 2， Vl-]V[ 1， X --]V[ 1， X -L 3，刃-E1， XI--M 1 
fi'emales: lli--E 4， lli-!vI 3， lli--L 7， lV--E 7， lVー1¥15， N -L V -E、5) V 一
]V[ 8， V -L 2， vl -E 2， Vl -]V[ 2， vl -L 3， Vll-M 4， Vll-L 4，溜-Ll? X-
IVI1， X-L 1. Xl-E 1.
sp. K (1♂37平)
都市型自然公園の環境とハナパチ相 幾留秀一
Male: V -E 1.
Females: il -E 3，血-M3， ill-L 11， N-E 5， N一M 1， N-L 2， V-E 6， V-
M 3， VI-E 1， VI-L 1， X -L 1.
12. Lαsioglossum (Evylαeus) sp. L (18♂400♀) 
Males : X -M 6， X -L 8，刃 E4. 
Females: ill-E 28， ill-M116， ill-L 40， N-E 70， N-M 33， N-L 14， V-E 14， 
V-M 5， V-L 1， VI-E 4， VI-M 3， VI-L 6， W-M 2， VlH-E 4，区-E1， 
医一M 1， lX-L 6， X -E 2， X -M 15， X -L 23，刃-E10，刃-M2. 
13. Lasioglossum (Lαsioglossum) occidens (Smith) (22♂107♀) 
Males:四一E3， W-M 2， W-L 11，珊-E 1， X -M 2， X -L 2， X -E 1.
Females:V-M4， V-L 1， VI-E 14， VI-M21， VI-L 9， W-M6， W-L17，VlH-
E 23， lX-M 2， X-M 6， X-L 4. 
14. Lαsioglossum (Lasioglossum) mutilum (Vachal) (5♂11♀) 
Males: N -L 2， V -E 1， VlH-E 1， X -M 1.
Females:羽-E1， VI-M 3， VI-L 1， W-L 3，澗 E1， lX -L 2. 
15. Lasioglossum (Lαsioglossum) scitulum (Smith) (9♂10♀) 
Males:医 L1， X -L 1，刃-E7. 
Females: N-M 2， V-E 1， VI-M 1， VI-L 1， W-L 2， lX-M 1， X-L 1，刃
E 1. 
16. Lαsioglossum (Lαsioglossum) sp. B (1♂2♀) 
Male: X -L 1.
Females : N -E 2. 
17. Lαsioglossum (Lαsioglossum) sp. C (1♂5♀) 
Male:羽-L 1. 
Females: VI -E 1， VI一M 1， VI-L 2， W-M 1.
18. Sphecodes sp. M (1♀) 
Female : VI-M 1. 
19. NomiαpunctulαtαDalla Torre (1♀) 
Female : lX-M 1. 
il. ANDRENIDAE 
20. Andrenα(Calomelissα) tsukubαna Hirashima (1♂2♀) 
Male: N -L 1. 
Females: N -L 2. 
21. Andrenα(Chlorαndrenα) knuthi Alfken (4♂22♀) 
Males : N -E 4. 
Females : N -M 3， N -L 3， V -E 7， V -M 4， V -L 5.
2. Andrenα(Euαndrenα) hebes Perez (5♀) 
Females: il一M 1， N-M 4. 
23. Andrenα(Micrαndrena) minutulα(Kirby) (5♂12♀) 
Males:阻-E 4， il-L 1. 
123 
124 鹿児島女子短期大学紀要 第27号 (1992)
Females : I-M 3， I-L 3， IV -E 3， IV -M 3. 
IV. MEGACHILIDAE 
24. Euaspis basalis (Ritsema) (2♂2♀) 
Males : W -L 2. 
Females: W -L 2. 
25. Chalicodoma sculpturαlis (Smith) (34♂8♀) 
Males : W -L 29，咽-E5. 
Females : W -L 3，咽-E4，四一L1. 
26. Chalicodomαspissulα(Cockerell) (10♂9♀) 
Males:四一L3，珊-E7. 
Females: VIH -E 9. 
27. Coelioxys fenestrαtαSmith (2♂) 
Males : W -L 2. 
28. Megαchile humilis Smith (3♂l♀) 
Males:四一L3 
Female : IX-M 1. 
29. Megαchile nipponicαnipponicαCockerell (1♂1♀) 
Male : IX-L 1. 
Female: X -M 1.
30. Megachile remotαsαhαgαmii Hirashima et Maeta (2♂1♀) 
Males: V-M 1， VI-M 1. 
Female : IX-M 1. 
31. Megαchile tsurugensis Cockerell (1♂l♀) 
Male: X一M 1.
Female : VI-M 1. 
32. Nomadαsp. A (8♂14♀) 
Males : IV-M 7， V -E 1.
V. ANTHOPHORIDAE 
Females: IV -L 1， V -E 4， V -M 9.
3. Tetrαlonia nipponensis P品rez(69♂36♀) 
Males : IV-E 26， IV -M 33， IV -L 10. 
Females: IV-E 2， IV-M 5， IV-L 9. V-E 12， V-M 7， V-L 1. 
34. Amegillaβoreαβoreα(Smith) (3♂6♀) 
Males:咽-L1，区一E2. 
Females: IX -E 4， IX-L 2. 
35. Anthophorαpilipes villosulαSmith (12♂4♀) 
Males: IV -E 7， IV -M 5. 
Females : IV-E 2， IV-L 1， V -E 1.
36. Thyreus decorus (Smith) (2♂) 
都市生H'd然公園の環境とハナパチ相
Males : vr-L 2， 
37， Cerαt1-ηα (CeraUnα) iwαtαi Yasumatsu (2♂2♀) 
Males: V -E 2.
Females : V -L 1，羽 L1. 
38. Cerαtmα (Cerαtiηα) satoi Yasumatsu (1♂7干)
Male: V -E 1.
Females: l1-E 1， N-L 1， V-E 4， V-M 1 
幾貿秀一
39. Xylocopαα:ppendiculαta circumvolαns Smith (6♂43平)
Males: V-E 1， V-L 1， VI-E 4. 
Females: V-L 6， VI-E 1" VI-L 1， Vl-M 5， Vl-L 12， VIl-E 10， VIl-M 3， 
lX -M 1. X -E 4.
2. (j)1 Yチ定期調査に舵ける被訪花植物の目録
27科53穫の被訪花植物を各科ごとにまとめ，種名のあとに開花期間を付した。また，各種ごとに訪
花ハナパチのリストも示し，ハすパチの種名のあとには伺体数及び性 (m 雄， f 雌)と採集され
た時期(本文中の T乱ble1 参照)をハイフォンで結んで示してある。
1. COMPOSITAE (キク科)
L Aster scαbαr (シラヤマギタ): )司 E. 
sp. L， 1 f 刃-E.
2. Bidens frondosa (アメリカセンダングサ): JX-M~X-M. 
Halictus (Seladonia) aerarius， 2 f -IX -M， 3 f -IX -L ; Lαsioglossum (Lα 
sum) occidens， 1 f -IX -M ; Lαsioglossum γlαeus) sp. 1， 1 f -IX -M ; Lαsw 
glossμmαeus) sp. L， 1 f -IX -M， 5 f -IX -L. 
3. Bidens biternatα(センダングサ): IX-L~ 刃 M. 
Halictus (Selαdonia)αerαrius， 5ml f -X -M ; Lαsioglossum (昂Jylαeus)sp. L， 
1 f -X -M; Megαchile lm-X-M. 
4. Cosmos bipinnatus (コスモス):X-M~XI-E. 
ルfegαchilenipponicαη!PPOη!cα，1f-X--tv1. 
5， Erigeronαnnuus (ヒメジョオン):V-L~IX-E 
Halictus (Seladonia)αerαrius， 2 m -VIl -M， 4 f -V -L， 6 f -VI -E， 35 f -VI -lvl ， 
31 f -VI -L， 29 f -vr -M， 3 f -vr -L， 5 f淵 M;Lα (Lαη)
occidens， 21 f -V1 -M， 9 f -VI -L， 4 f -vr -lvl ; 
muulum， 3 f -Vl-M， 1 f -VI -L ; Lαsioglossum 
E， 1 f -VI -M， 2 f -V1-L， 1 f -vn-M ; 
(Lα 凡)
sp. C， 1 f -ifl 
αgμs) sp， D， 1 f --'11-
L sp， J， 2m-VI-E， lm-VI-M， lf -ifl-E， 2f -V! 
αeus) sp. K， 1 f -VI -E ; 
iαEμs) sp. L， 3 f -VI-M， 5 f -VI -L ; Sphecodes sp. M， 1 f -VI -lvl ; 
tsurugensis， f -VI -J¥II ; Megαchile remotαsαkagamii， 1m -VI -M. 
6. Erigeron sumαtrensis (オオアレチノギク)・咽 L~X-E 
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Halictus (Selαdoniα)αθμs， 1 f澗 M.
7. lxeris denta悶(ニガづ): !V --L-~V~M. 
sp. H， 3 f -V ~ E ; Lαsioglossum (Euylαens) sp. <1， 
1 f ~ V -M， Lαsioglo.ssurn 日 K，2 f ~V ~ E ; Andrena (Chlorαηdrena) 
hnuthi， 3 f -V ~ E ; Nomadα， sp. A， 1m2 f ~ V ~ E ; Cerαtinαsαtoi， lrn4f~V~ 
E ; Cerαtmα iwatai， 2m~V~E ， 
8. Kaluneris yomena (ヨメナ): X~M~xr~M. 
Halictus (8elαdoniα) aerarius， 2m -X ~ M ; Lasioglossum 
dens， 1f ~ X -L 
札 LαctucαindicαV日r.laciniαtα(アキノノゲシ): rX~M- Xl ~M 
。亡Ct
Halictus (Seladoniα)αerαlm~X~L ， lf~IX~M ， 6f--IX-L， lf -X~I\>l ， 
f~ Xl -E; occidens， 1 f ~ IX -M ; La.sioglossum 
mutilum， 1 f ~ lX ~ L . Lαsioglossωn 
lm~ lX ~L ， lm~X~L ， 7m~ Xl ~E ， 1 ~lX ~M;Lαsioglossum (五 sp， 1， 
lm~ Xl ~M; sp. 1m 氾 M;LαsioglOSSllTn 
呂p.Lヲ 2f ~ ~ E， 1 f -X ~ M， 2 f刃 M;αchilenipponica nippomca， 1m 
IX -L ; Xylocopaα:ppendiclllαtα ctrcurηvolαns， 1 f ~ X ~ E. 
10.α:psαηαηiZis (ヤブタピラコ): m~E~ Vl ~M. 
L臼sioglossum αeus)sp. F， 1 f ~ V -L ; Lαsioglossum sp. H， 
2 f ~N ~ E， 2 f ~1V -L， 20 f ~ V ~ E ; Lαsioglossum αeus) sp. J， 2f~m 
E， {~IIl -M ， :)f~m~L ， 3f -IV~E ， f N~M ， 3f~IV L，2f--V--E，3f 
V-M ， lf~V~L ， Lαsioglossum αeu.s) sp. K， lm~V~E ， lf ー阻~E， 1 f 
盟 ~L ;Lαsioglosswn αpμs) sp. L， 8 f ~m -E， 35 f ~ lIf ~ lv1， 7 f一回一 L目 4f
IV ~ E， 5 f ~N ~ M， 5 f ~rv ~ L， 5 f ~ V ~ E， 1 f ~ V ~ L ; Aηdrenα (Eμαηdrenα) 
hθbes， 2 f ~ -I江;Aηdrena(Chlorαndrena) knu.thi， 1 f ~lV ~ M， f --lV ~ L， 2 f ~
V-E， 4f ~V~Mア 5 f ~ V ~ L ; Andrenα (Micrαndrerw) 凡恥tu. lα ， 1f~m- lv1，
1 f ~N -E ; Nomαda sp. A， 1 f ~rv ~ L ， '日traloniαmpponensi.s， 4m~IV~M， 2f 
N~L 
1. 801idagoαltissimα(セイタカアワダチソウ): X-M~xr~E 。
Hylaells insularurγ! in.sulαru.m， lm5 f ~ X -M， 2 f ~ X ~ L : Ffalict-
us (8eladoniα) aerα3ml f -X ~ lv1， ~)m3 f ~ ~ L ; Lasioglossu.m 
sμ丹，)occidens， lm3f~X~M ， 2m2f~X--L;LαsioglossurH (万 sp.，) 
2m~X~L ; sp. L， 4ml3 f -X ~ L . 
12. 8onchu.s oleraceu.s (ハルノ/ゲシ).田 M~ 盟 L. 
万alictus(Seladoniα)ααrius， 2 f ~IV -M ; Lasioglossum sp. J， 1 f 
lV ~M;L臼sioglossnm (Eυylα印 s)sp. L， 5 f -N ~ M ; Anclrenα ( Chlorαndrenα) 
knuthi， 1 f -IV ~ M， 
13. Tααcu行tαlbiduηη(シロノベタンポポ): IIl~ E一-V ~ L. 
呂p.L， 11 f 碩 Mラ 2f -il-L， 2 f ~N -M. 
都市型ILj然公園の環境とハナバチ相 幾留秀一
2. ROSACEAE (/すラ苧})
14. Duchesneαchrysαnthα(""、ビイチゴ): V-E. 
sp. L， 1 f -V -E. 
sp. J， 1 田-L;Lαsioglossum αEμs) sp. K， 
f-ffi-L;Lαsioglossum (瓦:vylα印 s)sp. L， 1 f -m .-L ; Andrenα(Micrαηdrenα) 
minutulα，1f-lV-NL 
16③ Prunus zippeliαnα(バクチノキ): X -E. 
Xylocopαα:ppendiculatαCLrClllηvolα凡s，3 f - -E. 
17. Rubμs hirsutus (クサイチコ) • II-L~ !V-L. 
Lasioglossum sp. H， 2 f -N -M ; Lα sp. J， 1f 
呂p.L， 1 f -N -M ; Andreηα (Euαndrenα) hebe8， 
1 f -lV -M ; Andreηα (Chlorαndrenα) kημthi， 1 f -IV -M ; Anthophora pilipes 
villosula， 4m -!V -E ; Tetrαloniαlm1 f -N -1¥/[， 
18. Rublls microphyllus (ニガイチゴ):皿 -M~N-M.
sp. B， 1 f -N -E ; Lαsioglossu.m μs) sp. 
J， 1 f 回一L;Lαsioglossum αells)sp. K， 1 f -lV -E ; Lα 
lαeus) sp. L， 8 f -fi -M， 4 f -阻-L， 4 f -lV -E ， Andrenα(Euαndrenα) hebes， 
1 f -m -M ; Andrenα(Chlorαndrenα) .knuIJu， 1m -N -E ; Andrenα(λlicra凡drena)
η1inutulα， 1 f -!V -E ; Anthophorαpilipes villosulα， 2 f -N -E ; Tetl円uonia
mpponensis， 14ml f -lV -E， 1m -!V -M. 
3. CRUCIFERAE (アブラナ科)
19.αpsella bursαpastoris (ナズナ):田 -E~N-L.
Halictus (8elαdonia)αerαrius， 3 f一N-E ; Lasioglossum αeus) sp. J， 1 f -
N-E， lf -)v--L; Lαsioglossum αeus) sp. L， 15 f -IJ -M， 8 f -m -， 34 
f -lV -E， 8 f -N -M， 1 f -N -L ; Andrenα(Chlorαndrenα)んnuthi，1m -N-
Andrenα(Micrαndrenα) mi凡utula，1 f -m -M， 2 f皿-L， 1 f -IV -E ; Cer臼tma
sαtoi， 1 --)v -L ; Tetrαloniαnipponensis， 2m -)v E. 
20. Ca.rdaminθflexμosα(タネツケパナ):m-M~ lV -E. 
Lααeus) sp. E， lf -IV-E;Lαsioglosswn sp. K， 1 f -
Ul-L ; Lasioglossum sp. L， 21 f -m -M， 1 f -[i -L， 13 f -lV -E ; 
Andrenα(Micrαndrenα) minutμiα， 1 f -[j] -M. 
21. Cardαmine lyrαtα(ミズタガラシ): Vll-L ~ lX -M. 
FIαlictus (8elαdoniα)αerαrius， 2 f -Vll-L. 
2. Rorippαislαndicα(イヌガラシ): V-L~ Vl- L. 
Halictus (8eladoniα)αerαrius， 1 f -V -M ; Lasioglossum αeus) sp. J， 1 f 
¥f-M;Lαsioglossum 
sp.L，3f-rv-L 
sp. K， 1 f -V -M ; 
12'1 
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4. VER8ENACEAE (クマツヅラ科)
23. Callicαrpa japonicα(ムラサキシキブ): VI-E~ Vl -M. 
(Lα mutilum， 1 f -VI -E; 
24. Callicarpαmollis (ヤブムラサキ): VJj --M~ ]x -E 
Lα (Lαsioglossum) occidens， 1 f -VJj-M， 3 f -i岨 E
αeus) sp. H， 5 f -VJj-M Lasioglossum αEμs) sp. J， 4 f -vr -M ; 
Lasioglossum αeusJsp.L，lf-VJj-M， 2f-VlI-E;α appendiculata 
circumvolans， 4 f -Vll-M， 4 f -VJj-L， 6 f -VII-E， 2 f -'1岨 M.
25. Clerodendron trichotomum (クサギJ:四 -L~ ]x-L.
Xylocopαα:ppendiculatαcircumvolans， 2 f -Vll-L. 
5. LEGUMINOSA笠(マメ事前
26. Pueraria lobata (クズ): ]x -E~X--E. 
Nomia punctulata， 1 f -]x -M ; M昭αchilehumilis， 1 f -]X -M ; Megachile remota 
lf-]x-lvI 
27. Trifolium repens (シロツメクサ):皿← E~XI- lvI.
Halictus (Selαndoniα) aerαrius， 4m --]X -E， 1m -]X L， 7m -X -E， 5m -X -lvI， 
3m-X-L， 5m 刃 E，2m 刃lvI， lf-[¥I-E， lf-[¥I-M， 2f-[¥I-L，4f-V-
E， 6 f -V -M， 1 f -V -L， 3 f -VI -E， 23 f -VI -lvI， 10 f -Vl-L， 10 f -VJj-L . 
7f 澗 E， 10 I -V盟 lvI， 5 f -V田 L，7f-]x一 E，3f-]X-M，2 -]X-L，4f-
X -E， 10 f -X -lvI， 5 f -X -L， 5 fー刃-E;Lαsioglossum (Lαsioglossu!η) occi戸
dens， 3 f -X -lVI ; LGιsioglossum (LasioglossumJ scitulum， :[ f -[¥1 --M， 1 f -V 
E， 1 f -VI -M， 1 f -Vl-L， 1 f -VJj-L， 1 fー刃-E;Lαsioglossum
sp. C， 1m -VI -L ; Lasioglossum αeus)呂p.F， lm-VI-E， 1f -V--E， 1f 
V -M ; Lasioglossum αeus) sp. J， 2m -V -L， 3 f -[¥1 - L ; 
sp. K， 1 f -I¥f -L， 1 f -VI -L ; LasioglossUlη sp. L， 1m 
X-lvI， 2m一辺 E， 3 f 皿 M， 1 f -I¥f -lvI， 1 f -I¥f -L， 4 f -V -E， 1 f -V1-L ， 
lf-X-lvI， 2f--)ヨ Eαchileremotαsααmii， 1 m -V -M ; Tetraloniα 
nipponensis， lm-I¥f-E， 10m-I¥f-M， 3m-I¥f-L， lf -I¥f-E， 2f-rV-M， 3f-
[¥1-L， 10 f -V -E， 7 f -V -M， 1 f -V -L. 
6. LA81ATAE (シゾ科)
28.α decumbens (キランソウ):血 E~V- lvI. 
Anthophora pilipesυillosula， 1m -[¥1-E. 
29. Lamium bαrbαtum (オドリコソウ): ill-E~V-E. 
Lαsioglossum (Lαsioglossu.m) sp. B， 1 f -[¥1-E ; αeus) sp. 
H， 1 f -[¥1 -M ; Lαsioglossum sp目 J，1 f -N -E， Lαsioglossum (Eり-
Zaeus) sp凶 K，3f-ill-M， 3f-ill-L， 4f-[¥I-E， lf-[¥I-M; 
αeus) sp. L， 11 fー 盟 -E，13f -ill-M， 3f -ill-L， 13f -[¥I-E， 3f -N-lvI; 
Andrenα(Chlorandrenα) knuthi， 2m -[¥1-E， Andrenα(Micrαηdrenα) minutuZα9 
4m 国 E，1 f -[¥1 -M ; Nomαdαsp. A， 7m -[¥1-M ; Anthophorαpilipes villosula， 
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2m-JV-E， 5m-JV-M; Tetrαloniαnipponensis， 9m-JV-E， 13m-JV-M， 1m 
JV-L，lf lーV-M⑩
70 POL YGONACEAE (タテ干ヰ)
30 Polygonum chinense var. thunbergiαηum (ツルソノ，)白 X-M~ Xl -E.
Lαsioglossum αeμs) sp. L， 1ml f -X -M目
31. Polygonum longisetum (イヌタデ): lX -L~ 刃-l\!l.
f王γlaeus insulαrum "[丸山lαrum，1 f -X -M ; Hylaeμs 
floralis， 1m -X -L ; Halictus (Selαdoniα)αerαrius， 9m-X -l¥!l， 12m-X 
L， 10mー 刃-E，lm-XI-l¥!， 3f -X-M， 3f -X-L， 7f -Xl-E;Lαsioglossurn 
(Lα occidens， 1 m -X -M， 1 f -XI -E， 1 f -X -L ; Lαsιoglossum. 
mutilum.， 1m -X -M ， Lαsioglossμm (Lα scitulum， 
lf-X-L;Lα (Lαsioglossum) sp. B， 1m -X -L ;乙α
iαeus) sp. H， 1 f -X -l¥!l ; Lαsioglossum αeus) sp. 1， 1m 刃 E; Lasioglos-
sum. αeus) sp目 J，lm-X-M， lm-X-L， 1m 刃-E， 1 f -X -M， 1 f -X-
L，lf---Xl-E;Lαsioglossum αeu.s) sp. K， lf -X-L; Lαsioglossu.m 
laeus) sp. L， 4m-X-M， 4m-X-L， 2mー 刃-E， 1 f -X -M， 10 f -X -L， 7f -
Xl-E. 
8. COMMELlNACξAE (ツコー タサ手前
320 Commelinαcom.mums (ツユクサ): Vl -L~X-E. 
Hαlictus (Selαdoniα)αerarius， 3 f一区 M， 2 f -lX -L ; 1 f -X -E ; Xylocopα 
αppendiculαtα circum.volαns， 1 f -lX -M. 
3. Pollinαjα:ponica (ヤブミョウガ): VIl -M~X-M. 
Lasioglossum (Evylαeus) spo L， 1 f -VIl-M， 2 f -¥I1IT-E， ααfloreo， 
lf-iX-L. 
9. CARYOPHYLLACEAE (ナデシコ手ヰ)
34. SαgmαJαpon!cα(ツメクサ):VIl -M~咽 -M.
Halictus (Seladoniα)αerαrius， 4 f -VIl-M. 
35. StellαnααquαUcα(ウシハコベ): lV -M~ Vl -M. 
Halictus (Seladonia)αerαrius， 1 f -Y-E;Lωωglossum ぬeus)sp. J， 1 f 
Y-E ，Lαszoglossum(22uylαeus) sp. L， 2 f -Y -E ; Andrenα (Micrαndren.α) 
mtF114Eulα， lm-ill-L ;Nomαdαspo A， 1 f -V -E. 
10. R UT ACEAE (ミカン干ヰ)
360 Zαnthoxylum.αilαnthoides (カラスザンショウ): VlI -L~澗 E. 
Hylαeus insulαrum. in.sulαrum， 2 f -VlI -L ; Lαsioglossum (Lasio 
1oI);，."l.rrl j occidens， 1 m 四一 L，1m一四-E， 17 f -VIl-L， 19 f 取 E，Lαsw-
glossu.円1， (Lα mutilum， 1m -i唖 E， 3f-VlI-L， lf一咽-E ; Lasio-
glossum αeus) sp. H， 1m -Vll-L ; Lαsioglossum αeus) spoJ，4f一四一
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L; Chαlicodorηα sculpturαlis， 29m -Vll-L， 5m -vl![ -E， 3 f -Vll-L， 4 f -V盟--E 
Chalicodomα 久 3m-VlI-L，7rn---Vl![-E， 9f-i叩-E; Megαchile hwnilis， 
3m-Vll-L ; Euαsp~s bαsαlis， 2m2 f -Vll-L ; Coelioxys fenestratα， 2m-VIT-L; 
CerαtL凡αW)αtai，1 f -Vll-L ; Thyreus decorus， 2m -Vll-L Xylocopaαppendicu-
lα的 circumvolαηs，4f -Vl-L， 2f 咽 E.
1. LlNACEAE (カタハミ手ヰ)
Oxαlis corniculatα(カタ)¥'ミ): IIl -E~VI-E. 
Lαsioglossum 
sp.H，5f-V-E;工4 ααeus)sp. J， 2 f -I!l -E， 1 f -I!l -lv!， 2 f 
1V -E， 2 f -V -E， 1 f -V -L， 2 f -V -lv! ; sp. K， 2 f 
ffi-E，3f 田 L，1f --jlJ-L， 4f -V-E， 2fγ lv!;Lαsioglossurn 
sp. L， 9 f -I!l-E， 5 f 碩 M，4 -1!l-L，2f-lV E， 4f-lV-L， 2f -V-E， 
2 f -V -M ; Andrenα(Chlorαndreηα) knuthi， 1 f -[¥T - L， 2 f -V -E ; .Andreηα 
(Micrα凡drenα)miηutulα， 1 f -I!l -L， 1 f -jIJ -lV[ ; Nomαdαsp. A， f --E ， 
8 f -V -M ; Ceratinαsαtoi， 1 f -lll -E ; Tetrαloniαnipponensis， 1 f -IV -M 
12. ACANTHACEAE (キツネ/マゴ寺市
8. Ju.sticia procumbens var. leucantha (キツネノマゴ) :袖 L- -E. 
Halictus (Selαdoniα)αerαrius， 3m-lX-M， lm-1X-L， 13f-lX--M， 14f--lX-L; 
Lasioglossum m.utilum， 1 f -lX --L， LL1sioglossl1.Tn 
sp. L， f -lX -1. 
13. GENTIANACEAE (フジウツギ平ヰ)
39. LJUu.U'<oJ α(コフジウツギ): VIl-L ~刃 -E
Halictus (Seladonia)αerαrius， 1 f -VIl-L， 4 f -V亜-L， 1 f -lX -E Lasioglos 
sum occidens， 1m一四-M， 1 f -Vll-M ; Lαsioglosswn 
sp. L， 1 fー IX-E ; ChalicodomαsculptuT'αlis， 1 f -Vll-L ; Amegilla αfloreα5 
1m 酒 L，2m -lX -E， 4 f -lX -E， 1 f -IX -L ; X ylocopaα:ppendiculαtα Clrcunト
uola凡s，1 f -W -M， 2 f -Vll-L， 1 f -vll-E， 1 f酒-M.
14. ANACARDIACEAE (ウlレシ手ヰ)
40. Rhu.s succeclαneα(ハゼ): V-M~V-L. 
Hyl口eus insulαrum insulαrum， 1 rn-V -L 
occiclens， 4 f -V -M ; 
αew雪)sp. 1， 1 f -V -M; 
V--M;Nomαdαsp. Aラ 1f -V -M ; Ceratinαsαtoi， 1 f -V -M 
15. CAPRIFOLlACEAE (スイカスラ手前
41. Lon.icera IV-L~V-M. 
(LαSLO-
sp.L，3f一
mutilum， lm-[¥T-L， lm-V-E;Lαsioglosswn 
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(Evylαeus) sp. H， 1 f -V -E; Lasioglossum (Euylαeus) sp. J， 1 f -V -M; Antho-
phorαpilipes villosulα， 1 f -N -L， 1 f -V -E ; Tetrαloniαnipponensis， 6m -N-
L， 4 f -N -L， 2 f -V -E ; Xylocopαα:ppendiculαtα circumvolαns，1m-V-E. 
16. AOUIFOLIACEAE (モチノキ事前
42. Ilex rotundα(クロガネモチ): V-L-VI-E. 
Hylaeus (Nesoprosopis) insulαrum， insulαrum， 1 f一羽-E ; Lasioglossum (Lαs~o 
glossum) occidens， 1 f -V -L ; asioglossum (Evylαeus) sp. F， 1 f -V -L ; 
Lαsioglossum (Evylαeus) sp. G， 1 f -V -L ; Lαsioglossum (Evylαeus) sp. 1， 
1f-V-L;Lαsioglossum (Evylαeus) sp. L， 4 f -VI -E ; Xylocopαα:ppendiculatα 
circumvolαns， 6f -V-L， 1f -VI-E. 
17. ICANINACEAE (ミツバウツギ科)
43. Turpiniαternαtα(ショウベンノキ): V-M-VI-E. 
Lasioglossum (Lαsioglossum) occidens， 9 f -VI -E ; Xylocopαα:ppendndiculatα 
circumvolαns，1m V-L，2m-VI-E. 
18. ERICACEAE (ツツジ科)
4. Rhododendron scαbrum (ケラマツツジ): N-M-V-E. 
Lαsioglossum (Evylαeus) sp. L， 6 f -N -M ; Tetrαloniαnipponensis， 4m -N -M. 
19. OLEACEAE (モクセイ手ヰ)
45. Ligustrum jα:ponicum (ネズミモチ): V-M-VI-M. 
Lasioglossum (Lαsioglossum) occidens， 5 f -VI -E ; Lαsioglossum (Evylαeus) 
sp. J， 1 f -VI -E ; Xylocopαappendiculata circumvolans， 2 f -VI -E. 
20. SAXIFRAGACEAE (ユキノシタ科)
46. Deutziαscαbrα(マルパウツギ): N-E-N-L. 
Lαsioglossum (Lαsioglossum) scitulum， 1 f -N -M ; Lαsioglossum (Evylαeus) 
sp. L， 2 f -N-M， Andrenα (Euαndrenα) hebes， 1 f -N -M， Andrenα (cαlo-
melissα) tsukubαnα， 1m1 f -N-l. 
21. VIOLACEAE (スミレ科)
47. Violαpumilio (フモトスミレ):皿-E-N-L.
Lαsioglossum (Evylaeus) sp. K， 1 f -Iー L;Lαsioglossum(Evylαeus) sp. L， 5 f -
Il-M. 
2. PHYTOLACCACEAE (ヤマゴボウ手ヰ)
48. Phytolαccα esculentα(ヤマゴボウ): VIH-E-四一L.
Halictus (Selαdoniα)αerarius， 1 f -VIH -E， 1 f澗 L;Lαsioglossum(Lαsioglos-
sum) occidens， 1 f 珊 E;Lαsioglossum(Lasioglossum) scitulum， 1 f -vn -L . 
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23. STERCULlACEAE (アオギリ科)
49. Firmiαna simplex (アオギリ): vl 一 L~W-M.
Lαsioglossum (Lαsioglossum) occidens， 3m -W -E. 
24. CANNACEAE (カンナ科)
50. Cαnnαgenerαlis (カンナ): Vl -L~X-E. 
Xylocopαα:ppendiculatαcircumvolαns， 1 f -Vl-L， 1 f -VIH -E. 
25. SOLANACEAE (ナス手i十)
51. Lycium chinense (クコ):咽-E.
Halictus (Selαdonia)αerarius， 1 f -VIH -E. 
26. UMBELLIFERAE (セリ科)
52. Torilis jα:ponicα(ヤブジラミ): V-L~ Vl -L. 
Lαsioglossum (Evylaeus) sp. J， 1 f -V -L. 
27. SCROPHULARIACEAE (ゴマノハグサ手前
53. Veronica didymαvar. lilαcmα(イヌノフグリ): V-L. 
Cerαtinαzωαtαi， 1f -V-L. 
鮒録3.鹿児島県本土のハナパチ類改訂目録
今回 7科29属90種の目録を作成した。鹿児島県本土のハナバチ類の目録は，長瀬 (1982) によって
初めて作成された。その後，筆者は日本産ムカシハナパチ科のハナパチを分類学的に再検討 (1989)
したので，鹿児島県本土産のハナパチとして追加すべきものも出てきた。また，この度の城山公園で
の定期調査の結果，新たに追加すべきものも出てきた。いずれにしても，追加した種には学名の直後
に*印を付しである。さらに，平嶋 (1989)の監修による日本産見虫総目録が出版され，学名や和名
が整理されたので，これに準じて表記した。しかし，これには属名や亜属名の和名が示されていない
ので，これについては慣用的に示した(特に坂上， 1974を参考にした)。なお，経験に基づく個体数
の頻度を各種の最後に記号で示したが，これは長瀬 (1982) によって判断されたものであるが，筆者
の判断によって若干変更したところもある (R:希， U 少ない， C:普通， A 多い， s極めて
多い， L:局所的)。上記の文献については本文を参照されたい。
= 十
1. COLLETIDAE 
1. Colletes (Colletes) 
名
1) babai Hirashima et Tadauchi 
2) pαtellatus Perez 
3) perforαtor Smith 
4) vogti Perez 
2. Hylaeus (Nesoprosopis) 
5) floralis (Smith) * 
平日 名 頻度
ムカシハナパチ科
ムカシハナパチ属(ムカシハナパチ亜属)
ノfノfムカシハナパチ LU 
アシブトムカシハナバチ C 
オオムカシハナバチ A 
コムカシハナバチ R 
チピムカシハナバチ属(ツチヤピムカシハナバチ亜属)
スミスチピムカシハナバチ C 
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1子 名
6) globulα(Vachal) 
7) insularun1 insulαrUn1 Yas. et Hir. 
8) mαtsumurai Bridwell * 
9) nippon Hirashima 
10) noomen Hirashima 
3. Hylaeus (P，αrα:prosopis) 
11) hirashimαi lkudome * 
1. HALICTIDAE 
4. Halictus (Selαdoniα) 
12) aerarius Smith 
5. Lαsioglossum (Evylαeus) 
spp 
6. Lαsioglossum (Lasioglossum) 
13) mutilum (Vachal) * 
14) occidens (Smith) 
15) scitulum (Smith) * 
spp. 
7. Sphecodes 
16) nippo見!CωYasumatsuet Hirashima 
17) simillimus Smith 
spp. 
8. Nomia 
18) fruhstorferi Perez 
19) punctulαta Dalla Torre 
9. Pseudα:pis 
20) mαndschurica (Hedicke) 
10. Rhopαlomelissα 
21) yasumαtsui Hirashima 
m. ANDRENIDAE 
1. Andrenα(Andrenα) 
22)αburαnαHirashima 
23) mikαdo Strand et Yasumatsu 
12. Andrena (Cαlomelissα) 
24) prostomiαs Perez 
25) tsukubanαHirashima 
13. Andrenα(Chlorαndrena) 
26) Knuthi Alfken 
14. Andrenα(Euαηdrenα) 
27) hebes Perez 
28) stellαnαHirashima 
29) tαhαchihoi Hirashima 
15. Andrenα(Gymnαndrena) 
30) sαsαkii Cockerell 
31)ωαtasei Cockerell 
16. Andrenα(Hoplandrenα) 
32) dentαtαSmith 
33) miyαmotoi Hirashima 
17. Andrenα(Leucandrenα) 
34) richardsi Hirashima 
18. Andrenα(Micrandrenα) 
35) brassicαe Hirashima 
36) hikosαnαHirashima 
37) kα:guyαHirashima 
38) minutula (Kirby) * 
19. Andrenα(Mitsukuriellα) 
39) fukαi Cockerell 
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平日 名 頻度
スミスチピムカシハナパチモドキ U 
シマノチピムカシハナパチ A 
マツムラチピムカシハナパチ U 
ニッポンチピムカシハナバチ U 
ノウメンチピムカシハナパチ R 
チピムカシハナバチ属(コチピムカシハナパチ亜属)
ヒラシマチピムカシハナバチ U 
コハナパチ科
アトジマコハナパチ属(ミドリコハナパチ亜属)
アカガネコハナパチ A 
コハナバチ属(コハナパチ亜属)
コハナパチ属(オオコハナパチ亜属)
サピイロカタコハナパチ C 
シロスジカタコハナパチ A 
フタモンカタコハナパチ C 
???????
?、
?
?，
?
???? ?? ????、 、 、 、 、 、，?，?，??? ?? ??
スジ、ハナパチ属(仮称)
コガタシロスジハナパチ R 
アオスジハナパチ A 
アシブトハナバチ属(仮称)
アナアキアシブトハナパチ LA 
コンボウハナパチ属
ヤスマツフシダカコンボウハナバチ A 
ヒメハナパチ科
ヒメハナパチ属
アブラナヒメハナバチ U 
ミカドヒメハナバチ U 
ヒメハナパチ属
ウツギヒメハナバチ R 
コガタウツギヒメハナパチ A 
ヒメハナパチ属
キパナヒメハナパチ A 
ヒメハナパチ属
ヤヨイヒメハナパチ A 
シロヤヨイヒメハナバチ U 
タカチホヒメハナパチ R 
ヒメハナパチ属
ササキヒメハナパチ A 
ワタセヒメハナバチ A 
ヒメハナバチ属
トゲホオヒメハナパチ C 
ミヤモトヒメハナバチ R 
ヒメハナパチ属
クロツヤヒメハナバチ U 
ヒメハナバチ属
アブラナヒメハナパチ A 
ヒコサンマメヒメハナバチ R 
カグヤマメヒメハナバチ C 
マメヒメハナパチ U 
ヒメハナバチ属
フカイヒメハナバチ A 
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頻度
C 
平日 名
ミツクリフシダカハナパチ
ヒメハナパチ属
ヤマブキヒメハナバチ
ナカヒラアシヒメハナバチ
R 
C 
LA 
C 
?
?
U 
C 
??
????
?? ?
R 
?????
U 
LU 
C 
ケアシハナバチ科
ケアシハナパチ属
シロスジケアシハナバチ
ハキリバチ科
ヤドリハキリバチ属
ハラアカハキリバチャドリ
ヤニハナパチ属(仮称)
ネジロハキリバチ
オオハキリパチ
ヒメハキリパチ
トガリハナパチ属
トガリハナバチ
ヤノトガリハナバチ
ハキリパチ属
スミスハキリバチ
キヌゲハキリバチ
キョウトハキリバチ
バラハキリパチ
オキナワキパラハキリバチ
サカガミハキリパチ
ヒメツツハキリバチ
パラハキリパチモドキ
ヤスマッハキリバチ
ツツハナバチ属
シロオピツツハナバチ
コシブトハナパチ科
キマダラハナパチ属
アスワキマダラハナバチ
ヒメキマダラハナパチ
ギンランキマダラハナパチ
ヒゲナガキマダラハナパチ
ハリマキマダラハナバチ
ダイミョウキマダラハナバチ
カグヤキマダラハナパチ
レンニョキマダラハナバチ
タイチョウキマダラハナパチ
A 
A 
C 
R 
ヤドリハナバチ属(仮称)
ヤマトシロスジヤドリハナパチ
ャドリハナパチモドキ属(仮称)
シロスジヤドリハナバチ
ベニヤドリハナパチ属(仮称)
エサキベニヤドリハナバチ
ヒゲナガハナパチ属
シロスジヒゲナガハナパチ
ヒゲナガハナバチモドキ属(仮称)
ミツクリヒゲナガハナバチ
ニッポンヒゲナガハナバチ
コシブトハナバチ属
スジボソコシブトハナパチ
学 名
40) jα:pomcαCockere11 
20. Andrena (Simandrena) 
41) kerriae Hirashima 
42) opαcifovea opαcifoveα日rashima
spp. 
N. MELlTTIDAE 
21. Dαsypodα 
43) japonicαCockere11 
v. MEGACHILlDAE 
2. Euaspis 
44) bαsalis (Ritsema) 
23. Chalicodomα 
45) disjunctiformis (Cockere11) 
46) sculpturalis (Smith) 
47) spissulα(Cockere11) 
24. Coelioxys 
48) fenestrαtαSmith 
49) yαnonis Matsumura 
spp. 
25. Megαchile 
50) humilis Smith 
51) kobensis Cockere11 
52) kyotensis Alfken 
53) nipponicαnipponicαCocker唱1
54) ok仇aωanaYasumatsu et Hirashima 
55) remota sakagamii Hirashima et Maeta 
56) subalbutαYasumatsu 
57) tsurugensis Cockere11 
58) yαsumαtsui Hirashima 
26. Osmiα 
59) exca刀atαAlfken
VI. ANTHOPHORIDAE 
27. Nomαdα 
60)αsωensωTsuneki 
61) flαvoguttαtα japonensis Tsuneki 
62) ginran Tsuneki 
63) hαkonensis Cocker唱1
64) hαrimensis Cockerell 
65) j叩 onicαSmith
66) kαguya Hirashima 
67) rengnio Tsuneki 
68) tαicho Tsuneki 
spp. 
28. Epeolus 
69) jα'Ponicus Bischoff 
29. Tトiepeolus
70) ventrαlis (Meade Waldo) 
30. Pαsites 
71) esαkii Popov et Yasumatsu 
31. Eucerα 
72) spurcαtipes Perez 
32. Tetrαloniα 
73) mitsukurii Cockere11 
74) nipponensis Perez 
3. Amegillα 
75) florea florea (Smith) 
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学 名 手口 名 頻度
76) quαdrijαsc~αtα(Villers) シロスジコシブトハナパチ LU 
34. Anthophorα ケブカハナパチ属
77) pillipes uillosulαSmith ケプカハナバチ LU 
35. Thyreus モンハナバチ属(仮称)
78) decorus (Smith) ルリモンハナバチ C 
sp. 
36. Cerαtinα(Cerαtinα) ツヤハナパチ属
79) esαki Yasumatsu et Hirashima エサキツヤハナパチ U 
80) iωαtαi Yasumatsu イワタチピツヤハナパチ C 
81) sαtoi Yasumatsu * サトウチピツヤハナバチ U 
37. Cerαtinα(Cerαtinidiα) ツヤハナパチ嵐
82) flαvipes Smith キオピツヤハナバチ C 
83) jα'PonicαCockerell ヤマトツヤハナパチ C 
38. Xylocopα クマバチ属
84) appendiculαtα circumuolans Smith クマバチ C 
VH. APIDAE ミツバチ科
39. Bombus (Diversobombus) マルハナパチ属
85) diversus diversus Smith トラマルハナパチ LC 
86) ussurensis Radoszkowski ウスリーマルハナパチ LR 
40. Bombus (Pyrobombus) マルハナパチ属
87)αr由 nsαr曲 nsSmith コマルハナパチ LU 
41. Psithyrus マルハナバチャドリ属
88) noruegicω nipponicω(Yasumatsu) ニッポンマルハナパチャドリ LR 
42. Apis ミツバチ属
89) cerαnαFabricius ニホンミツノfチ C 
90) mellifer唱αLinnaeus セイヨウミツバチ S 
